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【はじめに】 酸化物半導体である酸化スズ(SnO2)を用いたガスセンサは、小型かつ安価で透明性に優

れている。我々はこれまでガラス基板上に SnO2 を成膜した可視光透過型 CO2 センサを報告してきた

[1]。これをプラスチック系の透明フレキシブル基板上に成膜することで、衣類やビニールハウスのような

湾曲する場所にも設置可能となり、用途拡大が見込める。一方 SnO2 のナノ粒子化によってガス検知感

度が向上することが知られているが、報告されている SnO2 のナノ粒子径制御は 500 ℃程度の高温プ

ロセスを要するため、耐熱性の低いフレキシブル基板を用いるのは困難である[2]。低温での成膜法の

一つにスパッタ法があるが、これによる低温での粒子径制御の報告例は少ない。本研究では、ナノ粒子

化に向けた第一歩としてスパッタ法における成膜条件を検討することにより、200 ℃以下の低温プロセ

スにおいて透明ポリイミド基板上での SnO2粒子径の制御を試みた。 

【実験方法】 RFマグネトロンスパッタ法により SnO2薄膜を透

明ポリイミド(トーメッド：Industrial summit Technology)基板上

に成膜した。その上に電極としてAgをEB蒸着法で成膜し、フ

レキシブル CO2 センサを作製した。成膜圧力を 0.3~3.0 Pa, 

ターゲット-基板間距離を 9~17 cm, 膜厚を 10~500 nm と変

化させ、得られた薄膜に対して AFM による粒子径評価を行っ

た。また、作製した CO2センサに対して感度測定を行った。 

【結果及び考察】 図 1 に SnO2薄膜の粒径 d 及び平均面粗

さRaの成膜圧力依存性を示す。成膜圧力によって dとRaの

制御が可能であることを確認した。d と Ra が感度に与える影

響を検討するためにRa/d値に着目した。図 2に作製したCO2

センサのガス感度の Ra/d 依存性を示す。Ra/d 増加よりガス

感度は線形的に増加した。Ra/dの増加によるSnO2薄膜のガ

ス吸着面積増加が感度向上に寄与したと推測される。 
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図 1 SnO2薄膜の粒径 d及び 

     平均面粗さ Raの成膜圧力依存性 

 

図 2 作製した CO2センサのガス感度の

Ra/d依存性 
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